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京
丹
後
市
総
合
計
画
を
策
定 

  

　
京
丹
後
市
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
に
旧
六
町
が

合
併
し
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
、
六
町
合

併
協
議
会
に
お
い
て

”ひ
と
　
み
ず
　
み
ど
り
　
歴
史

と
文
化
が
織
り
な
す
　
交
流
の
ま
ち
“
を
将
来
像
に
掲

げ
た
「
新
市
建
設
計
画
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し

て
各
種
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
国
や
府
は
も
と
よ
り
地
方
公
共
団
体
を
取

り
巻
く
社
会
情
勢
は
、
「
新
市
建
設
計
画
」
策
定
時
の

予
想
を
超
え
大
き
く
変
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
財
政

面
に
お
い
て
も
、
市
の
収
入
の
根
幹
を
な
す
地
方
交
付

税
は
、
「
三
位
一
体
改
革
」
の
影
響
な
ど
に
よ
り
減
少

す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
新
し
い
地
域
づ
く
り

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
、

産
業
・
経
済
活
動
な
ど
各
方
面
に
お
い
て
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
二
十
一
世
紀
の
新
た

な
都
市
像
を
め
ざ
し
た
長
期
的
な
本
市
の
将
来
展
望
を

内
外
に
示
し
、
市
民
・
地
域
・
企
業
お
よ
び
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
魅
力
あ
る
京
丹
後
市
づ
く
り
に
取
り
組
む

指
針
と
し
て
「
京
丹
後
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
た
も

の
で
す
。 

   

　
「
総
合
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
幅
広
い
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
、

一
般
公
募
の
三
人
の
か
た
を
含
む
「
京
丹
後
市
総
合
計

画
審
議
会
」（
藤
原
菊
男
会
長
・
三
十
人
）
を
平
成
十
六

年
十
月
に
設
置
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
慎
重
に
審
議

を
重
ね
、
昨
年
九
月
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
各
種
団
体
や
各
町
の
地
域
振
興
協
議
会
か
ら
提
案

や
要
望
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
将
来
の
京

丹
後
市
を
担
う
若
い
か
た
か
ら
の
声
を
活
か
そ
う
と
、

中
山
市
長
が
高
等
学
校
（
峰
山
・
網
野
・
久
美
浜
）
に

出
向
き
、
ま
た
中
学
校
へ
は
市
職
員
が
訪
問
し
て
意
見

交
換
を
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
聴
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   

　
総
合
計
画
は
、
「
基
本
構
想
」
・
「
基
本
計
画
」
・
「
実

施
計
画
」
で
構
成
し
て
い
ま
す
。 

 

　
十
年
後
の
将
来
を
展
望
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生

活
の
向
上
を
考
え
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
表
す
も
の
と
し

て
、
地
域
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
将
来
都
市
像
を
示
す

と
と
も
に
、
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
、
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
行
政
運
営
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。 

 

　
基
本
的
な
施
策
の
体
系
を
示
し
、
基
本
構
想
に
お
け

る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
方
針
で
す
。

計
画
期
間
は
、
基
本
構
想
の
前
期
に
相
当
す
る
平
成
十

七
年
度
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
の
五
年
間
と
し
、
具
体

総
合
計
画
の
意
義

総
合
計
画
の
意
義 

総
合
計
画
の
意
義 

市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を

市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
反
映
し
た
総
合
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
反
映
し
た
総
合
計
画 

市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
反
映
し
た
総
合
計
画 

総
合
計
画
の
構
成

総
合
計
画
の
構
成 

総
合
計
画
の
構
成 

基
本
構
想 

基
本
計
画 
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“ひと　みず　みどり 

　歴史と文化が織りなす交流のまち”を将来像に 

『新・丹後王国』の創造をめざす 

“ひと　みず　みどり 

　歴史と文化が織りなす交流のまち”を将来像に 

『新・丹後王国』の創造をめざす 

実
施
計
画 

第
一
段
階 

ひ
と
　
み
ず
　
み
ど
り
を
結
ぶ
交
流
の
ま
ち 

第
二
段
階 

若
い
力
と
希
望
が
ふ
く
ら
む
交
流
の
ま
ち 

第
三
段
階 

新
し
い
歴
史
を
ひ
ら
く
交
流
文
化
の
ま
ち 

「
新
・
丹
後
王
国
」
の
創
造
を
め
ざ
す

「
新
・
丹
後
王
国
」
の
創
造
を
め
ざ
す 

「
新
・
丹
後
王
国
」
の
創
造
を
め
ざ
す 

今
後
十
年
間
を

今
後
十
年
間
を 

「
融
和

「
融
和
」・「
挑
戦
挑
戦
」・「
創
造
」
の

創
造
」
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
段
階
で
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
段
階
で
推
進 

今
後
十
年
間
を 

「
融
和
」・「
挑
戦
」・「
創
造
」
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
段
階
で
推
進 

的
な
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
主
要
な
事
業
・
施
策
お
よ

び
こ
れ
の
社
会
指
標
を
示
し
、
こ
の
社
会
指
標
に
よ
り

達
成
度
を
点
検
し
て
い
き
ま
す
。 

　
後
期
（
二
十
二
年
度
〜
二
十
六
年
度
）
に
つ
い
て
は
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
計
画
事
業
の
評
価
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
改
め
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。 

 

　
基
本
計
画
に
定
め
た
施
策
の
具
体
的
な
事
業
を
示
す

三
年
間
の
計
画
で
、
施
策
の
優
先
度
や
緊
急
度
な
ど
を

勘
案
し
な
が
ら
毎
年
度
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

施
策
方
針
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
手
段
で
あ
る

事
務
事
業
の
達
成
目
標
を
定
め
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

実
効
性
の
高
い
計
画
と
し
ま
す
。 

   

　
「
総
合
計
画
」
で
は
、
「
ひ
と
　
み
ず
　
み
ど
り
　

歴
史
と
文
化
が
織
り
な
す
　
交
流
の
ま
ち
」
を
将
来
像

に
、
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
、
地
域
産
業
な
ど
の
資
源

を
活
か
し
て
、
新
し
い
時
代
の
価
値
観
を
育
む
「
新
・

丹
後
王
国
」
の
創
造
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
「
地
域
力
」
・
「
安
心
力
」
・
「
活
性
力
」
の
三

つ
を
基
本
理
念
に
、
自
然
を
活
か
し
、
新
し
い
時
代
の

日
本
や
世
界
に
誇
れ
る
ま
ち
を
築
い
て
い
き
ま
す
。 

「
地
域
力
」 

　
京
丹
後
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
歴
史
・
文
化
の
恵

み
を
「
宝
」
と
し
て
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
役
割

を
適
切
に
分
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
が
持
続
的
に

発
展
す
る
「
地
域
力
」
を
高
め
ま
す
。 

「
安
心
力
」 

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
と
、
一
人
ひ
と
り
が
互

い
に
支
え
あ
う
地
域
福
祉
の
推
進
を
通
じ
て
、
だ
れ
も

が
健
や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
安
心
力
」
を
高
め

ま
す
。 

「
活
性
力
」 

　
雇
用
の
確
保
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
よ
り
、
地
域
・

経
済
の
活
性
化
を
生
み
出
し
、
成
長
し
て
い
く
「
活
性

力
」
を
高
め
ま
す
。 

 

　 

    

　
お
お
む
ね
最
初
の
三
年
間
は
、
旧
六
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
地
域

の
「
融
和
」
を
図
り
、
京
丹
後
市
と
し
て
の
基
盤
づ
く

り
の
期
間
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。 

   

　
お
お
む
ね
次
の
四
年
間
に
つ
い
て
は
、
京
丹
後
市
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
「
挑
戦
」
し
、

協
働
の
力
で
新
た
な
芽
を
育
て
る
期
間
と
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。 

   

　
さ
ら
に
次
の
三
年
間
は
、
新
た
な
芽
を
大
き
く
成
長

さ
せ
、
日
本
や
世
界
に
誇
れ
る
京
丹
後
ら
し
さ
を
「
創

造
」
す
る
期
間
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
現
在
の
人
口
約
六
万
五
千
人
か
ら
、
目
標

年
次
で
あ
る
平
成
二
十
六
年
に
は
七
万
人
を
め
ざ
す
と

と
も
に
、
交
流
人
口
は
五
百
万
人
を
め
ざ
し
ま
す
。 
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６つの基本方針 ６つの基本方針 　計画の推進にあたっては、次の６つの基本方針を柱として、市民のみなさん
とともに、新時代に向けた「京丹後市」の振興策を進めていきます。 

■ひと・もの・ことが行きかう 

　　　　　　　　　　　交流経済都市 
■暮らしの中でいのちが輝く 

　　　　　　　　　　　環境循環都市 

■生きる喜びを共有できる 

　　　　　　　　　　健やか安心都市 
■次代を担う若い力が活躍できる 

　　　　　　　　　　　生涯学習都市 

■共に築き、結び合う 

　　　　　　パートナーシップ都市 
■災害に強く、快適で暮らしやすい 

　　　　　　　　　うるおい安全都市 

　美しい自然環境を守り次代に継承するためには、

市民のみなさん一人ひとりが地球市民としての自覚

を持ち行動することが必要です。 

　市民のみなさんと行政が一体となって、暮らしの

中で環境保全意識を醸成し、廃棄物のリジェクト（発

生回避）、リデュース（発生抑制）、リユース（再使

用）、リサイクル（再資源化）の推進に努めます。 

　これまでの産業振興の取り組みを総合した産業基

盤整備の効率的な推進をはじめ、人・技術・組織の

連携、商品開発、流通・販売体制の総合化と支援体

制の強化など、効率性の高い産業振興を進めます。 

　また、国際的な視野に立った活発な交流のための

環境整備を進め、ひと・もの・ことが行きかい、力

強く、にぎわいのある交流経済都市をめざします。 

　若い世代のかたが、人生や子育てに対する夢や喜

びを得ることができるように、子育て環境と支援体

制の充実をめざすとともに、次代を担う子どもたち

が健やかに育つように学校教育の充実を図ります。 

　また、すべての世代のかたが、いつでも、どこで

も、だれでも学びあうことのできる学習環境の整備

を進め、生涯にわたっていきいきと成長する生涯学

習都市をめざします。 

　加えて、歴史と文化を再認識するとともに、これ

らを地球資源として活かし発信していきます。 

　健康で輝き続ける人生を送ることはすべてのみな

さんの願いです。そのためには、市民のみなさん相

互の支えあいのこころを醸成していくとともに、だ

れもが健やかで生きがいのある暮らしが送れるよう

に、保健・医療・福祉サービスの充実をめざします。 

　また、地域福祉活動への支援強化とともに、福祉

社会の基盤となるユニバーサルデザイン（※）とノ

ーマライゼーション（※）のまちづくりを進め、生

きる喜びを共有できる健やかな安心都市をめざしま

す。 

　公共交通の利便性の向上を図るとともに、広域お

よび地域道路ネットワークの整備を促進します。 

　また、情報化社会に対応し、快適な暮らしを支え

る新たな情報基盤の整備を推進します。さらに、水

洗化計画を進めるとともに、身近な公園整備や環境

美化、緑化推進、京丹後らしい景観整備、防災体制

強化の取り組みなど、住みやすく、また住んでみた

いと思える、快適で暮らしやすい、魅力あるうるお

い安全都市をめざします。　 

　男女が共にパートナーとして、お互いを尊重しな

がら家庭生活や社会活動に対等な立場で参画できる

風土をめざします。さらに国際化・グローバル化（※）

に対応した市民主体で進める国際交流の促進と世界

に向けての情報発信を積極的に進めます。 

　そして、市民のみなさんの多彩な地域活動やボラ

ンティア活動、文化活動への支援の充実に努め、市

民のみなさんがともに築き結びあう、市民主体のパ

ートナーシップ都市をめざします。 

※ユニバーサルデザイン…あらゆる人に利用しやすいように、建築や機器、身のまわりの生活空間などをデザインすること 

※ノーマライゼーション…高齢者のかたや障害のあるかたもすべて一緒に暮らせる社会にすること 

※グローバル化…経済活動などが、国境を越えて世界的規模で垣根なく行われること 
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京丹後市総合計画・基本計画の体系 京丹後市総合計画・基本計画の体系 

６
つ
の
基
本
方
針 

ひ
と
　
み
ず
　
み
ど
り
　
歴
史
と
文
化
が
織
り
な
す
交
流
の
ま
ち

ひ
と
　
み
ず
　
み
ど
り
　
歴
史
と
文
化
が
織
り
な
す
交
流
の
ま
ち 

ひ
と
　
み
ず
　
み
ど
り
　
歴
史
と
文
化
が
織
り
な
す
交
流
の
ま
ち 

安心力 
ともに支え合い、

安心して暮らせ

る健康・福祉の

まちづくりをめ

ざします 

地域力 
豊かな自然や歴

史・文化の恵み

を活かし、世界

に誇れるまちづ

くりをめざしま

す 

活性力 
ひとが育ち、夢

がふくらみ、未

来に飛躍するま

ちづくりをめざ

します 

ひと・もの・ことが行きかう 

交流経済都市 

にぎわい創出プロジェクト構想 

暮らしの中でいのちが輝く 

環境循環都市 

環境先進都市推進プロジェクト構想 

生きる喜びを共有できる 

健やか安心都市  

安心ネットワーク形成プロジェクト構想 

次代を担う若い力が活躍できる 

生涯学習都市 

学びのミュージアム推進プロジェクト構想 

共に築き、結び合う 

パートナーシップ都市 

パートナーシップ推進プロジェクト構想 

災害に強く、快適で暮らしやすい 

うるおい安全都市 

快適・安全・交流都市形成プロジェクト構想 

将来像と基本理念 基　本　方　針 計　画　項　目 

定住の促進 

農林業の振興 

漁業・海業の振興 

商工業の振興 

観光の振興 

京丹後ブランドの販売戦略 

自然環境の保全と創造 

新しいエネルギーの導入と活用 

ごみ・廃棄物対策 

循環型社会の構築 

市民主体の健康づくりの推進 

医療保険制度の一層の充実 

患者本位の医療体制の充実 

支えあい、助けあいの地域福祉の推進 

共に生きる障害者福祉の充実 

安心して暮らせる高齢者福祉の充実 

子育て支援 

学校教育の充実 

社会教育・スポーツの充実 

若者の育成 

歴史文化遺産の保全と活用 

地域コミュニティの強化 

協働と共創のまちづくりの推進 

人権の尊重 

男女共同参画の推進 

国際交流と地域間交流の推進 

文化芸術活動の振興 

適正な土地利用の推進 

道路ネットワークの整備 

河川・海岸・港湾の整備 

住宅の供給と安心できる住環境の整備 

地域交通の確保 

上下水道の整備 

防犯・交通安全の推進 

消防・防災体制の強化 

地域情報化の推進 

効率的な行財政運営の推進 計画推進のために 

ひ
と
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り
・
交
流
の
先
進
地 

新
・
丹
後
王
国
の
創
造
に
向
け
て 



平成18年２月 広報きょうたんご 

6

郵
便
局
と
の
共
創
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り 

市民のみなさんの利便性を向上 

安全で利便性の高い生活基盤の整備を図る 

　より安全で快適なまちづくりを推進 
　
市
で
は
、
市
内
の
郵
便
局
と
相

互
に
協
力
し
て
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
利
便
性
を
増
進
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
つ
い
て
協
議
す
る
「
京

丹
後
市
役
所
と
郵
便
局
と
の
共
創

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を
、

こ
の
た
び
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

　
同
協
議
会
は
、
郵
便
局
長
や
市

役
所
職
員
十
五
人
で
構
成
。
六
町

の
合
併
に
よ
り
広
く
な
っ
た
市
域

に
お
い
て
、
市
民
の
身
近
な
場
所

と
し
て
市
内
の
二
十
四
か
所
に
設

置
さ
れ
て
い
る
郵
便
局
と
相
互
に

協
力
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
み

な
さ
ん
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
情
報
の

共
有
や
提
供
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

　
十
二
月
十
九
日
に
開
い
た
初
会

合
で
は
、
会
長
に
中
山
市
長
、
副

会
長
に
塚
田
峰
山
郵
便
局
長
を
選
任
。

▽
各
市
民
局
か
ら
一
定
の
距
離
が

あ
る
複
数
の
郵
便
局
窓
口
で
の
住

民
票
の
写
し
な
ど
の
各
種
証
明
書

の
交
付
サ
ー
ビ
ス
、
▽
郵
便
外
務

員
が
業
務
中
に
発
見
し
た
不
審
者

や
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
な
ど

の
通
報
、
▽
高
齢
者
の
か
た

な
ど
へ
の
生
活
支
援
、
▽
地

震
な
ど
の
災
害
時
に
お
け
る

相
互
協
力
に
よ
る
円
滑
な
対

応
な
ど
に
つ
い
て
基
本
的
に

合
意
。 

　
今
後
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
や

通
報
・
協
力
方
法
な
ど
を
さ

ら
に
検
討
し
、
来
年
度
か
ら

の
実
施
に
向
け
て
検
討
を
始

め
ま
し
た
。 

 

上
下
水
道
事
業
審
議
会
を
設
置 

藤村　淳一　峰山町 

吉田　範充　峰山町 

山本　恭子　大宮町 

谷口　哲司　網野町 

文殊夕起子　網野町 

田中　春美　丹後町 

田宮　　稔　弥栄町 

岡田　一彦　久美浜町 

小谷美知子　久美浜町 

早川　雅映　市議会議員 

吉浪　芳郎　市議会議員 

委員のみなさん 委員のみなさん 委員のみなさん 

（敬称略） 

京
丹
後
市
役
所
と
郵
便
局
と
の 

　
　
　
　
　
　
　
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会 

郵便局と提携し、市民のみなさんの

利便性向上などについて協議を開始 

　
安
全
で
利
便
性
の
高
い
生
活
基
盤

の
整
備
に
向
け
、
新
た
に
「
京
丹
後

市
上
下
水
道
事
業
審
議
会
」
を
設
置
し
、

上
下
水
道
事
業
の
運
営
な
ど
に
つ
い

て
協
議
を
始
め
ま
し
た
。
　 

　
上
下
水
道
事
業
は
、
今
や
、
安
心
・

安
全
で
快
適
な
地
域
社
会
を
支
え
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
必
要
不
可
欠

な
生
活
基
盤
で
す
が
、
一
方
、
水
道

事
業
に
お
い
て
は
施
設
の
老
朽
化
や

維
持
管
理
費
の
増
大
な
ど
多
く
の
問

題
が
あ
る
と
と
も
に
、
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
も
、
財
政
状
況
の
厳
し
い

中
で
、
水
洗
化
の
促
進
に
向
け
て
事

業
を
進
め
て
い
く
た
め
水
洗
化
計
画

の
見
直
し
な
ど
が
必
要
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
上
下
水
道
事
業

の
経
営
安
定
化
や
効
率
的
な
運
営
な

ど
に
つ
い
て
幅
広
い
方
面
か
ら
意
見

を
い
た
だ
こ
う
と
設
置
し
た
も
の
で
、

同
審
議
会
は
、
地
域
の
代
表
者
（
六
人
）

と
学
識
者
（
三
人
）、
市
議
会
議
員
（
二

人
）
の
十
一
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。 

　
一
月
十
二
日
に
開
い
た
初
会
合
で
は
、

会
長
に
藤
村
淳
一
さ
ん
（
峰
山
町
）
、

副
会
長
に
田
宮
稔
さ
ん
（
弥
栄
町
）

を
選
任
。
中
山
市
長
が
、
▽
峰
山
・

大
宮
・
網
野
・
丹
後
に
わ
か
れ
て
い

る
四
つ
の
上
水
道
の
統
合
に
よ
り
、

旧
町
間
を
越
え
た
広
域
的
な
水
融
通

を
図
り
、
効
率
的
で
災
害
に
強
い
施

設
の
実
現
、
▽
三
十
六
に
も
わ
か
れ

て
い
る
簡
易
水
道
事
業
の
統
廃
合
の

再
編
に
よ
り
効
率
的
な
運
営
を
図
る

と
と
も
に
、
水
質
悪
化
に
対
応
で
き

る
施
設
整
備
の
促
進
に
つ
い
て
の
二

点
に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
ま
し
た
。 

　
審
議
会
で
は
、
今
回
の
諮
問
に
対

し
て
慎
重
に
協
議
し
、
今
年
度
中
に

答
申
書
に
ま
と
め
る
予
定
。
ま
た
、

市
で
は
、
今
後
、
水
洗
化
計
画
や
水

洗
化
促
進
な
ど
に
つ
い
て
も
諮
問
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 
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京
丹
後
市
消
防
出
初
式 

寄
附
金
を
基
に 

　
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
購
入
・
配
置 

市民のみなさんと協働・共創による 

　　　　　　　　　　安心・安全なまちづくり 

災害に強いまちづくりを誓う 

にこにこカーイメージ図 

　
全
国
で
子
ど
も
が
被
害
者
と
な

る
犯
罪
が
後
を
絶
た
な
い
中
、
市

で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た

ち
を
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
運
動

を
さ
ら
に
広
く
展
開
し
て
い
く
た

め
「
子
ど
も
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
車
」

（
愛
称
・
に
こ
に
こ
カ
ー
）
を
配

置
す
る
市
民
運
動
を
今
年
度
末
か

ら
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
運
動
は
、
子
ど
も
た
ち
が

犠
牲
に
な
る
痛
ま
し
い
事
件
が
相

次
ぐ
中
、
地
域
の
大
人
が
一
丸
と

な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
守
る
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
、

市
内
の
複
数
の
民
間
企
業
か
ら
多

額
の
寄
附
金
を
受
け
実
現
し
た
も

の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
協

働
・
共
創
に
よ
る
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
市
で
は
、
今
回
の
寄
附
金
を
基

に
パ
ト
ロ
ー
ル
車
七
台
の
購
入
を

予
定
。
白
地
の
車
体
に
は
、
二
人

の
子
ど
も
と
、
地
域
住
民
と
の
心

の
架
け
橋
を
示
す
「
虹
」、
心
・
愛
・

命
の
育
み
を
願
っ
た
「
ク
ロ
ー
バ

ー
」、
安
全
を
表
す
「
黄
色
い
鳥
」

の
イ
ラ
ス
ト
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

　「
に
こ
に
こ
カ
ー
」
は
、
当
面
、

教
育
委
員
会
と
各
町
の
教
育
分
室

に
配
置
し
、
運
行
は
教
職
員
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
の
み
な
さ
ん
、
ま
た
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
登
下
校
時
を
中
心

に
、
バ
ッ
ハ
原
曲
の
明
る
く
軽
快

な
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
な
が
ら
、

安
全
確
保
の
た
め
の
巡
回
指
導
な

ど
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。 

　
市
で
は
、
今
後
、
こ
の
取
り
組

み
を
広
げ
る
た
め
基
金
を
設
立
し
、

賛
同
い
た
だ
け
る
か
た
の
善
意
で

台
数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
検

討
し
て
い
ま
す
。
　 

　
火
災
や
災
害
の
な
い
一
年
を
願
い
、

「
京
丹
後
市
消
防
出
初
式
」
を
一
月
八
日

に
京
都
府
丹
後
文
化
会
館
（
峰
山
町
杉

谷
）
で
行
い
、
防
災
へ
の
意
識
を
高
め

ま
し
た
。 

　
降
雪
の
た
め
、
予
定
し
て
い
た
屋
外

で
の
市
中
行
進
と
一
斉
放
水
は
中
止
と

な
っ
た
も
の
の
、
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
行
っ
た
式
典
に
は
、
　
岡
団
長
以
下

六
百
五
十
人
の
団
員
と
市
消
防
職
員
五

十
二
人
を
は
じ
め
、
丹
後
広
域
振
興
局

長
や
府
議
会
議
員
、
京
丹
後
警
察
署
長
、

航
空
自
衛
隊
第
三
十
五
警
戒
副
隊
長
、

市
議
会
議
員
な
ど
多
く
の
来
賓
が
出
席

し
、
防
火
・
防
災
活
動
に
気
を
引
き
締

め
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
中
山
市
長
が
「
災
害
時

に
は
、
地
域
内
の
見
回
り
な
ど
の
警
戒
、

土
の
う
積
み
、
土
砂
の
撤
去
、
捜
索
活

動
な
ど
、
暴

風
雨
の
中
さ

え
も
危
険
を

か
え
り
み
ず
、

市
民
の
生
命
・

身
体
・
財
産

を
守
っ
て
い

た
だ
く
地
域

防
災
や
、
行

方
不
明
者
の

捜
索
な
ど
市

民
の
救
助
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
、
改
め
て
地
域
防
災
の

大
き
な
要
で
あ
る
と
認
識
を
新
た
に
強

く
す
る
も
の
で
す
。
市
で
は
『
と
も
に

支
え
あ
い
、
災
害
に
強
く
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
』
を
大
き
な
柱

の
ひ
と
つ
と
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
消
防
団
の
ご
活
躍
を
精
一

杯
お
支
え
し
、
と
も
に
連
携
し
て
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
」
と
式
辞
。
ま
た
、
　

岡
団
長
が
日
ご
ろ
の
活
動
を
ね
ぎ
ら
う

と
と
も
に
「
十
二
月
に
入
り
、
多
く
の

降
雪
に
よ
る
除
雪
、
ま
た
年
末
警
戒
と

出
動
回
数
も
増
え
る
な
ど
、
た
い
へ
ん

ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
本
年
は
、
二
年
に

一
度
の
役
員
改
選
の
年
で
あ
り
、
ス
ム

ー
ズ
な
役
員
改
選
が
で
き
ま
す
こ
と
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
災
害
の
な
い

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」

と
訓
示
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
・
防

災
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
百
五
十
三
人
の

団
員
の
み
な
さ
ん
に
優
良
消
防
団
員
表

彰
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
来
賓
か
ら

日
ご
ろ
の
活
動
に
対
す
る
感
謝
と
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
る
な
ど
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
決
意
を
一
層

強
く
し
ま
し
た
。 
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指
定
管
理
者
制
度
運
用
の
基
本
方
針
を
策
定

指
定
管
理
者
制
度
運
用
の
基
本
方
針
を
策
定 

指
定
管
理
者
制
度
運
用
の
基
本
方
針
を
策
定 

　
「
指
定
管
理
者
制
度
」
と
は
、
平
成
十

五
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
創
設
さ

れ
た
、
公
の
施
設
の
管
理
運
営
に
関
す
る

制
度
で
す
。 

　
こ
れ
ま
で
、
市
が
設
置
し
て
い
る
施
設

の
管
理
委
託
に
つ
い
て
は
、
市
の
出
資
法

人
（
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
）
や
公
共
的
団

体
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
市
商
工
会
・

観
光
協
会
・
自
治
会
な
ど
）
な
ど
に
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
の
創
設
に

よ
り
、
民
間
事
業
者
の
団
体
な
ど
も
管
理

の
委
任
（
権
限
の
代
行
）
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。 

　
こ
の
こ
と
に
伴
い
、
市
で
も
す
べ
て
の

市
有
施
設
を
対
象
に
、
制
度
導
入
に
あ
た

っ
て
の
課
題
や
今
後
の
運
営
方
針
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
次
の
よ
う

に
運
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、

概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　 

  

　
「
指
定
管
理
者
制
度
」
が
導
入
さ
れ
る

ね
ら
い
は
、
行
政
が
直
営
で
運
営
し
て
い

く
こ
と
が
困
難
な
施
設
を
、
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
新
た

な
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
、
施
設
の
よ

り
効
果
的
な
管
理
を
提
案
、
実
施
し
て
も

ら
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の
活
性
化
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
政
運
営
の
効

率
化
、
行
政
の
守
備
範
囲
の
見
直
し
を
図

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

  

　
こ
こ
で
い
う
「
公
の
施
設
」
と
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
が
広
く
利
用
す
る
、
福
祉

を
増
進
す
る
目
的
で
設
置
す
る
市
有
（
営
）

施
設
を
指
し
ま
す
。 

　
本
市
で
は
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な

施
設
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

（
例
）
…
文
化
施
設
類
（
勤
労
セ
ン
タ
ー

な
ど
）
、
福
祉
施
設
類
（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
）
、
体
育
施
設
類
（
運
動
公
園

な
ど
）、
観
光
施
設
類
（
温
泉
施
設
な
ど
）、

そ
の
他
施
設
（
集
会
所
な
ど
）
、
こ
の
ほ

か
、
法
的
に
は
保
育
所
、
病
院
・
診
療
所
、

火
葬
場
、
市
営
住
宅
、
図
書
館
な
ど
も
「
指

定
管
理
者
制
度
」
の
対
象
で
、
管
理
の
委

任
が
大
幅
に
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

　
※
市
役
所
庁
舎
や
学
校
、
幼
稚
園
、
焼

却
場
な
ど
は
、
こ
の
制
度
の
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。 

  

　
こ
れ
ま
で
の
管
理
委
託
制
度
を
廃
止
し

て
、
「
指
定
管
理
者
制
度
」
へ
円
滑
に
移

行
し
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
が
直
接
運
営
し
て
い
る
施
設

に
つ
い
て
も
、
今
後
積
極
的
に
活
用
・
導

入
し
て
い
く
た
め
、
新
制
度
の
運
用
基
本

方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
こ
の
指
針
に
基
づ
き
諸
手
続

き
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
新
制
度
が
地
域

の
活
性
化
・
雇
用
の
増
進
・
サ
ー
ビ
ス
向

上
な
ど
の
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。 

   

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
一
部
の
地
区
集

会
施
設
で
「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
導
入

し
て
い
ま
し
た
が
、
全
市
域
の
各
種
の
施

設
に
適
用
を
拡
大
す
る
た
め
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
導
入
時
期
は
、
十
八
年
度

か
ら
と
し
、
集
会
施
設
な
ど
は
四
月
か
ら

指
定
管
理
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

    

指
定
管
理
者
の
募
集
は
、
原
則
公
募
に

よ
り
行
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
か
ら
区
な

ど
に
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
施
設
に
つ

い
て
は
、
一
般
公
募
で
は
な
く
、
地
元
を

管
理
者
と
し
て
指
定
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
特
別
な
資
格
な
ど
を
必
要
と
す

る
施
設
に
つ
い
て
は
、
公
募
の
際
に
資
格

者
の
有
無
な
ど
の
一
定
の
要
件
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
市
で
は
、
施
設
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

提
案
を
い
た
だ
い
た
法
人
な
ど
を
総
合
的
・

客
観
的
に
判
断
す
る
う
え
で
、
指
定
管
理

者
を
選
定
し
、
議
会
の
議
決
を
経
て
指
定

し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
手
続
き
後
、
協
定
を

締
結
し
管
理
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

　
公
募
施
設
の
応
募
条
件
な
ど
は
、
各
施

設
の
要
領
を
定
め
、
準
備
が
で
き
次
第
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

  

　
丹
後
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
や
さ
か
老
人
保
健
施
設
ふ
く
じ
ゅ 

　
峰
山
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー 

　
て
ん
き
て
ん
き
村 

　
丹
後
半
島
森
林
公
園 

　
温
泉
施
設 

　
（
弥
栄
あ
し
ぎ
ぬ
温
泉
・
網
野
静
の
里
・

宇
川
温
泉
よ
し
野
の
里
） 

　
稲
葉
本
家 

　
天
女
の
里 

　
小
町
公
園 

　
峰
山
い
さ
な
ご
工
房
　
な
ど 

 

　
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
　
企
画
推
進
課
（
☎
六
九
ー
〇
一
二
〇
） 

指
定
管
理
者
の 

　
　
　
　
選
定
方
法
と
手
続
き 

公
の
施
設
と
は 

市
の
基
本
的
方
針 

主
な
公
募
予
定
施
設
（
例
） 

指
定
管
理
者
制
度
へ
の 

　
　
　
　
　
移
行
・
導
入
計
画 

「
指
定
管
理
者
制
度
」
が 

　
　
　
　
創
設
さ
れ
た
目
的 

原則公募により募集原則公募により募集 原則公募により募集 多数の市有施設に指定管理者制度を適用多数の市有施設に指定管理者制度を適用 多数の市有施設に指定管理者制度を適用 
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あなたの健康 

　　応援します 

京都府丹後保健所 

　　　田中　稔之所長 

大腸がん検診を受けましょう 大腸がん検診を受けましょう 
 大腸がんは、近年日本人に増えているがん

の一つです。 

 早期の大腸がんでは、ほとんど自覚症状は

ありませんが、眼に見えない程度のわずかな

血液が便に付いたり混じることがあります。

早期発見のために、そのわずかな出血を見つ

け出す『便潜血反応検査』を行います。この

検査は、２日間容器に少量の便を採取するだ

けの、簡単で、衛生的な検査です。これにより、早期がんの約50％を発見することができると言われています。

（ただし、痔や月経中のかたには、この検査は適していませんのでご注意ください） 

 日ごろから、食物繊維を多く含む野菜や海草などをしっかり食べて、肉類の摂り過ぎに注意し、40歳を過ぎ

たら毎年大腸がん検診を受けましょう。 

 ※便潜血反応検査で陽性の結果が出ても、大腸がんと決まったわけではありません。大腸カメラや注腸検査な

どの精密検査を受ける必要があります。 

平成17年度　大腸がん検診（便潜血反応検査）の結果 

精密検査の結果（重複あり） 

精密検査受診者数 

206人 

陽性者数 

388人 

受診者数 

7,638人 
➡ ➡

が　ん 

6人 

ポリープ 

82人 

大腸憩室 

11人 

その他の疾患 

35人 

異常なし 

79人 

（1月10日現在） 

　
今
後
も
進
行
し
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
る
、
少
子
高
齢
化
・
核

家
族
化
、
ま
た
医
療
費
・
介
護
費
の

増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
・
介
護
の
仕
事
が
ま
す
ま

す
充
実
し
、
さ
ら
に
連
携
、
協
力
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
生

活
習
慣
病
予
防
、
介
護
予
防
な
ど
の

目
的
達
成
の
た
め
に
は
、
や
は
り
自

分
た
ち
の
健
康
は
自
分
た
ち
で
築
い

て
い
く
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
み

な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
分
や
家
族

の
「
保
健
」
、
読
ん
で
字
の
ご
と
し

で
す
が
、
現
在
備
わ
っ
て
い
る
健
康

を
保
つ
こ
と
、
そ
し
て
増
進
し
て
い

く
こ
と
、
さ
ら

に
疾
患
の
一
次

予
防
（
※
）
を

考
え
行
う
こ
と

が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
き

ま
す
。 

 

ま
た
、
同
時

に
学
校
・
職
域
・

地
域
な
ど
が
協

力
し
て
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た

め
の
環
境
を
つ
く
り
、
み
ん
な
で
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
国
は
、
こ
の
み
ん
な
で
自
ら
考
え
、

行
う
健
康
づ
く
り
運
動
を
推
進
す
る

た
め
に
、
平
成
十
二
年
に
「
健
康
日

本
二
一
」
と
い
う
指
針
を
打
ち
出
し
、

平
成
十
五
年
に
は
健
康
増
進
法
を
施

行
し
ま
し
た
。 

　
「
健
康
日
本
二
一
」
で
は
、
幼
児

か
ら
高
齢
者
の
か
た
ま
で
、
各
年
代

ご
と
に
、
食
事
・
運
動
・
休
養
を
適

切
に
取
り
入
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
た

ば
こ
を
制
限
し
、
飲
酒
に
節
度
を
設

け
、
歯
の
健
康
に
努
め
る
こ
と
、
そ

し
て
が
ん
検
診
と
健
康
診
断
を
定
期

的
に
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
寿

命
の
延
伸
、
生
活
習
慣
病
予
防
、
介

護
予
防
、
そ
し
て
健
康
増
進
を
図
る

こ
と
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。   

 

京
都
府
に
お
い
て
も
、
「
健
康
日

本
二
一
」
の
主
旨
に
沿
っ
て
「
き
ょ

う
と
健
や
か
二
一
」
と
い
う
指
針
を

策
定
し
、
さ
ら
に
丹
後
地
域
で
は
こ

れ
を
推
進
す
る
た
め
に
、
各
種
団
体

の
代
表
者
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
き

ょ
う
と
健
や
か
二
一
推
進
丹
後
地
域

府
民
会
議
」
を
設
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
会
議
の
代
表
者
の
み
な
さ
ん

に
は
、
専
門
家
の
講
演
を
聴
い
て
い

た
だ
き
、
各
団
体
の
中
で
の
健
康
問

題
を
提
起
、
議
論
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
各
団
体
で
実
施
中
の
健
康
づ
く

り
運
動
に
つ
い
て
報
告
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
各
団
体
の
代
表
者
の
か
た

に
は
、
そ
の
構
成
員
の
み
な
さ
ん
に
、

機
関
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、

会
議
な
ど
を
通
し
て
、
府
民
会
議
で

話
し
合
っ
た
内
容
を
お
伝
え
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
社
会
の
す
べ
て
が
関
わ
る
、
こ
の

健
康
づ
く
り
と
い
う
大
き
な
仕
事
の

枠
組
み
の
中
で
、
み
な
さ
ん
と
手
を

携
え
な
が
ら
保
健
所
も
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後

ま
す
ま
す
の
健
康
づ
く
り
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。 

  ※
一
次
予
防 

　
　
病
気
を
治
す
治
療
医
学
で
は
な
く
、

病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
医
学

を
予
防
医
学
と
い
い
ま
す
。
予
防
医

学
に
は
一
次
、
二
次
、
三
次
予
防
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
健
康
づ
く
り
、
病

気
の
早
期
発
見
、
病
気
の
後
遺
症
予

防
お
よ
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。 

 

〜
ま
ず
一
人
ひ
と
り
が
ス
タ
ー
ト

〜
ま
ず
一
人
ひ
と
り
が
ス
タ
ー
ト 

　
　
　
　
　
き
ょ
う
と
健
や
か
二
一
〜

　
　
　
　
　
き
ょ
う
と
健
や
か
二
一
〜 

〜
ま
ず
一
人
ひ
と
り
が
ス
タ
ー
ト 

　
　
　
　
　
き
ょ
う
と
健
や
か
二
一
〜 
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新聞やテレビで伝えられる火災のニュース。外から聞こえる消防車のサイレン。
でも「わが家は大丈夫」と思っていませんか。全国では約17,000件の住宅火災
が発生し（平成16年）、かけがえのない命や大切な財産が奪われています。ちょ
っとした気のゆるみから発生する住宅火災の防止には、日ごろの心がけとともに、
住宅用防災機器や防炎製品などを活用することがとても効果的です。また、ち
ょっとした知識があることで防げる火災もたくさんあります。火災の原因と対
策を知って住宅火災を起さないようにしましょう。 

何が原因で火災になるかご存知ですか 

あなたの      　は大丈夫ですか 家 

▼ 

主
な
火
災
・
事
故
例 

●
灯
明
（
ロ
ー
ソ
ク
）、
線
香

が
倒
れ
て
仏
壇
に
火
が
つ

い
た
。 

▼ 

予
防
対
策 

●
ロ
ー
ソ
ク
立
て
は
ロ
ー
ソ

ク
の
大
き
さ
に
合
っ
た
も

の
を
使
う
。 

●
ロ
ー
ソ
ク
、
線
香
な
ど
に

火
を
つ
け
て
い
る
時
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。 

●
灯
明
（
ロ
ー
ソ
ク
）
、
線

香
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。 

▼
主
な
火
災
・
事
故
例 

●
子
ど
も
が
、
ラ
イ
タ
ー
で

火
遊
び
を
し
て
い
て
カ
ー

テ
ン
な
ど
に
火
が
つ
い
た
。 

●
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
し

て
い
て
、
枯
れ
草
な
ど
に

火
が
燃
え
広
が
っ
た
。 

 

▼ 

予
防
対
策 

●
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
は
、

子
ど
も
の
手
の
届
く
所
に

置
か
な
い
。 

●
花
火
遊
び
は
、
水
バ
ケ
ツ

を
用
意
し
て
必
ず
大
人
が

付
き
添
う
。 

●
子
ど
も
に
火
の
怖
さ
を
教

え
て
、
火
気
使
用
機
器
の

正
し
い
取
り
扱
い
方
法
を

教
え
る
。
　 

●
大
人
は
、
子
ど
も
が
火
遊

び
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

た
ら
必
ず
注
意
す
る
。 

ストーブが原因の火災 

灯明（ローソク）が原因の火災 

子どもの火遊びが原因の火災 

▼ 

予
防
対
策 

●
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
の
近
く
に

洗
濯
物
を
干
さ
な
い
。  

●
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
は
、
壁
や
ふ
す
ま
な
ど
か
ら
離
し
、

カ
ー
テ
ン
な
ど
の
近
く
で
使
用
し
な
い
。  

●
給
油
す
る
場
合
は
、
必
ず
火
を
消
し
、
火
が

消
え
た
の
を
確
認
し
て
か
ら
給
油
す
る
。  

●
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
フ
タ
が
、
確
実
に

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
収
納

す
る
。  

●
給
油
し
た
時
、
灯
油
が
こ
ぼ
れ
た
ら
必
ず
ふ

き
取
る
。  

●
燃
料
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
給
油
す
る
。 

　
灯
油
は
無
色
透
明
。
ガ
ソ
リ
ン
は
赤
い
色
。  

●
外
出
す
る
と
き
は
、
必
ず
消
火
す
る
。 

▼ 

主
な
火
災
・
事
故
例 

●
洗
濯
物
が
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
に

落
下
し
た
火
災
。  

●
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
給
油
タ
ン
ク

の
フ
タ
の
締
め
付
け
不
十
分
に

よ
る
火
災
。 

●
ガ
ソ
リ
ン
の
誤
給
油
に
よ
る
火
災
。 

と
う
み
ょ
う 
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たばこが原因の火災 

着衣着火が原因の火災 
▼ 

主
な
火
災
・
事
故
例 

●
袖
の
長
い
衣
類
で
調
理
し
て
い
た
ら
着
火
し
た
。 

　
特
に
、
厚
着
の
冬
着
な
ど
は
、
衣
類
に
火
が
つ
い

た
こ
と
に
気
づ
き
に
く
い
面
が
あ
り
ま
す
。 

▼ 

予
防
対
策 

●
衣
服
に
火
が
燃
え
移
る

と
、
重
度
の
や
け
ど
や

死
亡
事
故
に
も
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
お
く
こ
と
。 

●
高
齢
者
の
か
た
や
、
注
意
力
の
欠
け
る
お
子
さ
ん

に
対
し
て
は
、
周
り
の
か
た
が
十
分
に
気
を
つ
け
、

防
炎
製
品
の
衣
服
（
特
に
パ
ジ
ャ
マ
な
ど
）
の
着

用
も
考
え
る
。 

●
そ
で
口
に
火
が
つ
く
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
特
に

調
理
す
る
場
合
は
、
防
炎
製
品
の
腕
カ
バ
ー
を
付

け
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。 

●
新
し
く
調
理
器
具
を
購
入
す
る
と
き
は
、
例
え
ば
、

電
気
調
理
器
な
ど
を
選
ぶ
の
も
よ
い
。 

▼ 

主
な
火
災
・
事
故
例 

●
火
の
つ
い
た
た
ば
こ
が
灰
皿
か
ら
落
下
、
く
す
ぶ
り
続
け
て
時
間

の
経
過
と
と
も
に
出
火
し
た
。 

●
寝
た
ば
こ
を
し
て
、
た
ば
こ
の
火
種
が
ふ
と
ん
に
落
ち
た
火
災
。 

▼ 

予
防
対
策 

●
寝
た
ば
こ
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。 

●
ふ
と
ん
な
ど
に
火
種
が
落
ち
た
時
は
、
消
え

に
く
い
の
で
、
全
体
を
水
に
浸
し
て
消
火
す

る
。
ま
た
、
再
び
燃
え
出
す
こ
と
も
あ
る
た

め
注
意
す
る
。 

●
灰
皿
に
は
水
を
入
れ
て
お
き
、
吸
い
殻
を
た
め
な
い
。 

●
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
、
必
ず
灰
皿
に
捨
て
る
。 

Ｃ 
Ｏ Ｃ 

Ｏ 

寒い季節となり、ご家庭で暖房器具などを使用す

る機会が増えていますが、暖房器具などの不完全燃焼

や、換気が不十分なことにより、一酸化炭素中毒を起

こして救急搬送される事例が全国で報告されています。 

　暖房器具を使用するに際して、日ごろから器具の点

検をして不完全燃焼を予防するとともに、定期的に換

気して新鮮な空気を部屋へ取り入れ、一酸化炭素中毒

にならないようにしましょう。 

一酸化炭素中毒に注意！ 

こんなに恐い！ＣＯ中毒 
・ＣＯ（一酸化炭素）は、無色・無臭で感じにくい気

体ですが、毒性は強力です。  

・手足がしびれて動けなくなることがあります。  

・重症になると、脳神経細胞を破壊したり、意識不明

や死に至ることがあります。  

・軽い中毒症状は風邪の症状に似ています。頭痛、吐

き気、気分が悪いなどの症状を感じたら、直ちに暖

房器具などの使用はお止めください。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

　
　
　
　
に
つ
い
て
　 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
流
感
（
流
行
性
感
冒
）

で
普
通
の
か
ぜ
症
候
群
で
は
な
い
こ
と
は
ご

存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
急
激
な
発
病
で

上
気
道
感
染
後
、
一
日
〜
四
日
で
高
熱
に
達
し
、

上
気
道
炎
や
四
肢
痛
の
全
身
症
状
が
一
般
的

な
症
状
で
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
飛
沫

感
染
で
急
激
に
流
行
し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
に

は
Ａ
型
、
Ｂ
型
、
Ｃ
型
の
三
種
類
が
あ
り
、

大
流
行
は
Ａ
型
に
多
い
で
す
。
程
度
は
、
数

日
〜
一
週
間
程
度
で
軽
快
し
予
後
は
良
好
で

す
が
、
老
人
、
幼
児
は
重
篤
（
じ
ゅ
う
と
く
）

な
経
過
を
と
る
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

    

予
防
対
策
と
し
て
は
、
空
気
が
乾
燥
す
る

と
の
ど
の
粘
膜
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

家
庭
内
で
は
加
湿
を
行
い
、
ま
た
外
出
す
る

と
き
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
帰
宅
時
に
は
「
う
が
い
、
手
洗
い
」

の
励
行
。
部
屋
は
、
と
き
ど
き
換
気
を
す
る

よ
う
に
し
た
ほ
う
が
よ
い
で
す
。 

以
上
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
持
ち
方
一
つ

で
予
防
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
新
聞

や
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。「
栄

養
、
睡
眠
、
予
防
接
種
」
で
健
康
管
理
を
し

ま
し
ょ
う
。 

救急救命士 

吉岡　昌俊 
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　市では障害のあるかたが、地域社会の

中で自立した生活が送れるように支援す

るための「京丹後市障害者計画」の策定

に取り組んでいます。 

　障害のあるかたの日常生活の状況や、

福祉施策に関する要望やご意見をお聞き

し同計画に反映するため、「身体障害」、「知

的障害」、「精神障害」、「障害児」のかた

それぞれを対象としたニーズ調査を実施

しました。 

　今回は、「精神障害者調査」で回答の多

かった項目をご紹介します。 

・調査対象　市内在住で精神障害者保健福祉手帳をお持ち 

　　　　　　のかた　　　206人（平成17年４月１日現在） 

・調査期間　平成17年６月15日～６月30日 

・調査方法　郵送による配布・回収ならびに聞き取り 

・回収結果　106人 

・回 収 率　51.5%

回答をいただいたかたの年齢 

年金制度などの所得保障の充実 

 

 

市・保健所の相談や訪問活動の充実 

精神障害やてんかんに対する理解を深める活動 

共同作業所、社会復帰施設の充実 

働くための訓練施設の充実 

Ｑ　日中の活動の場のうち、利用したいと思われるものは何ですか（複数回答可） 

Ｑ　精神保健福祉の分野でどのようなことを望まれますか（複数回答可） 

仲間と交流ができ、相談できる職員もいる施設 

病院や診療所などのデイケア 

障害者の集まる会合やいこいの場 

特に利用してみたいものはない 

「京丹後市障害者計画」 

　策定に向けてのニーズ調査結果 

「京丹後市障害者計画」 

　策定に向けてのニーズ調査結果 

精神障害者調査 

仲間と交流ができ、相談できる職員もいる 
「地域生活支援センター」の建設 

通院のための交通費の援助や社会参加のための 
市のマイクロバスの無料使用 

不明・無回答 3人（2.8％） 

70歳代 4人（3.8％） 

18歳～19歳 1人（1.0％） 

20歳代 3人（2.8％） 

60歳代 
13人 

（12.3％） 

50歳代 39人 
（36.8％） 

40歳代 24人 
（22.6％） 

30歳代 19人 
（17.9％） 

0 10 20 30 40 50

0 10 20 30
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 以上のようなご意見、ご要望をいただきました 。 

　社会における精神障害者のかたに対する理解を求める声や、生活援助施設の建設など、精神障害者

のかたが地域で自立した生活を送るための施策の充実を求める声が多くありました。 

　市においても、より一層障害者のかたへの正しい理解を育む啓発活動を推進するとともに、障害の

状況に応じた適切な支援が図られるように「障害者計画」の中で検討していきます。 

○施設に関すること 

 　グループホームの建設 

 　精神障害者の通所施設の建設 

 　男女別専用のグループホームの建設 

○仕事に関すること 

 　障害者の就労支援の充実 

○生活に関すること 

 　援助者がいなくなったときの不安、心配 

　　障害者を抱える家族への理解と支援の充実 

　　仲間との交流機会の充実 

○支援・援助に関すること 

 　障害者年金の増額 

　　通院医療費、薬代の支給充実 

　　通院交通費の援助 

 　相談支援の充実 

○医療に関すること 

 　市民病院に精神科の常設 

○障害者施策に関すること 

 　障害者が安心して暮らせるような施策支援

の充実 

　　障害者の立場にたった施策の推進 

　　精神障害に対する理解の促進と偏見の解消 

　　自治体により福祉施策に大きな格差を実感 

　　精神障害者施策について遅れを実感 

満足していないと回答されたかたの主な要望、ご意見（67件)

Ｑ　市の障害者施策に満足していますか 
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シリーズシリーズ 
地球温暖化防止⑩地球温暖化防止⑩ 
シリーズ 
地球温暖化防止⑩ 

Ⅹ　生活の中の温暖化対策５（住宅） 

家庭でできる温暖化
対策 家庭でできる温暖化
対策 

省
エ
ネ
住
宅

省
エ
ネ
住
宅 

省
エ
ネ
住
宅 

日
本
の
住
宅
は

日
本
の
住
宅
は 

　
　
　
世
界
一
短
命
？
！

　
　
　
世
界
一
短
命
？
！ 

日
本
の
住
宅
は 

　
　
　
世
界
一
短
命
？
！ 

   

冷
暖
房
の
使
用
に
よ
る
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
は
、
家
庭
か
ら
の

総
排
出
量
の
約
一
三
％
に
相
当
し

ま
す
。 

 

こ
の
冷
暖
房
機
器
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
が
少
な
く
て
す
む

よ
う
、
窓
や
ド
ア
を
断
熱
・
気
密

性
の
高
い
構
造
に
し
た
り
、
壁
や

床
、
天
井
・
屋
根
に
断
熱
材
を
入

れ
る
な
ど
の
配
慮
を
し
た
住
宅
が

「
省
エ
ネ
住
宅
」
で
す
。
ま
た
断

熱
・
気
密
性
能
を
高
め
る
こ
と
に

よ
り
、
住
宅
の
居
住
性
・
快
適
性

が
向
上
し
、
結
露
も
防
ぐ
た
め
住

宅
が
長
持
ち
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

冷
暖
房
器
具
な
ど
の
交
換
は
、

家
を
建
て
た
後
で
も
比
較
的
簡
単

で
す
が
、
住
宅
の
基
本
性
能
で
あ

る
断
熱
・
気
密
・
遮
熱
性
能
や
、

日
当
た
り
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
す
る
た
め
の
性
能
な
ど

は
、
新
築
時
や
大
規
模
リ
フ
ォ
ー

ム
の
と
き
以
外
で
は
確
保
す
る
こ

と
が
難
し
い
要
素
で
す
。 

 

い
っ
た
ん
建
て
た
ら
長

く
利
用
し
続
け
る
も
の
だ

か
ら
こ
そ
、
家
を
買
っ
た

り
建
て
る
と
き
に
は
、
ぜ

ひ
省
エ
ネ
性
能
へ
の
配
慮

も
お
忘
れ
な
く
。 

    

日
本
は
、
世
界
で
も
有

数
の
長
寿
国
で
す
が
、
住

宅
に
関
し
て
は
「
短
命
国
」

で
す
。 

　（
財
）
日
本
建
築
学

会
の
資
料
に
よ
る
と
、

住
宅
の
建
て
替
え
の

周
期
は
、
イ
ギ
リ
ス

百
四
十
一
年
、
ア
メ

リ
カ
百
三
年
に
対
し
て
、
日

本
は
三
十
年
と
い
う
短
さ
で

す
。
短
命
な
住
宅
は
、
産
業

廃
棄
物
の
増
加
や
大
切
な
資

源
の
浪
費
に
も
つ
な
が
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
地
球
環
境

に
悪
影
響
を
与
え
る
一
因
に

も
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

な
っ
た
一
番
の
原
因
は
、
終

戦
後
か
ら
高
度
成
長
期
に
お

け
る
慢
性
的
な
住
宅
不
足
に

よ
り
、
質
よ
り
も
量
の
確
保

を
重
視
し
た
こ
と
や
、
徹
底

的
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
行
っ
た
た

め
、
欧
米
に
比
べ
て
質
の
よ
く
な

い
も
の
が
多
く
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
解

体
・
廃
棄
お
よ
び
建
築
に
よ
る
資

源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
浪
費
は
見
過

ご
せ
な
い
問
題
で
す
。 

 

家
を
新
築
す
る
と
き
に
、
「
長
寿

命
」
か
つ
「
後
で
増
改
築
し
や
す

い
」
設
計
の
も
の
を
建
て
て
、「
世

代
を
超
え
る
資
産
」
と
し
て
大
切

に
利
用
す
る
こ
と
が
温
暖
化
対
策

に
な
り
ま
す
。 

住宅の建て替えの周期 

（財）日本建築学会「建築物の耐用年数に関する諸統計」から作図 

（年） 
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小
型
風
力
発
電
機
の
魅
力
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
、
駐
車
場
や
公
園
な
ど
、

あ
る
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
ど
こ
に
で

も
設
置
で
き
る
こ
と
で
す
。 

 

市
内
で
も
既
に
数
台
の
小
型
風
力
発
電
機

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
外
灯
や
家
庭
な
ど
の

電
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
停
電

な
ど
の
非
常
時
の
電
源
と
し
て
の
活
躍
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、「
風
車
が
回
る
の
を
見
て
い
る
だ
け

で
癒
（
い
や
）
さ
れ
る
」
、
「
毎
日
の
天
候
と

風
が
気
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
、
癒

し
の
効
果
や
自
然
環
境
意
識
の
高
揚
な
ど
の

効
果
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

 

最
近
、
こ
れ
か
ら
普
及
が
見
込
ま
れ
る
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
と
し
て
研
究
開
発
が
活
発

に
さ
れ
、
性
能
向
上
、
価
格
低
下
が
進
ん
だ

結
果
、
数
十
万
円
で
設
置
で
き
る
機
種
も
市

販
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
電
量
は
「
風
ま
か
せ
…
」

で
す
が
、
風
況
の
よ
い
場
所
に
設
置
で
き
れ
ば
、

小
さ
な
発
電
所
と
し
て
大
い
に
活
用
で
き
ま
す
。 

 

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
魅
力
い
っ
ぱ
い
の

小
型
風
力
発
電
機
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
に
、

環
境
省
・
京
都
府
と
連
携
し
て
、
全
国
的
に

も
珍
し
い
小
型
風
力
発
電
機
普
及
促
進
事
業
「
う

み
か
ぜ
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
モ
デ
ル
事
業
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
か
た
は
、

環
境
推
進
課
（
☎
六
九
ー
〇
二
三
〇
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

京
丹
後
市
内
に
無
尽
蔵
に
存
在
す
る
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
、
地
球
温
暖
化
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。 

直線翼垂直軸型風力発電機 

(スイス村KEEP風力発電施設)

プロペラ型風力発電機 

（風のがっこう京都） 

太陽光発電 

太陽熱温水器 

木
造
住
宅
の
す
す
め

木
造
住
宅
の
す
す
め 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
活
用

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
活
用 

木
造
住
宅
の
す
す
め 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
活
用 

敷
地
・
屋
上
の
緑
化

敷
地
・
屋
上
の
緑
化 

敷
地
・
屋
上
の
緑
化 

  

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鋼
材
は
、
素
材
製
造

時
に
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
ま
す
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
「
木
材
」
は
、
植
物
が

光
合
成
に
よ
っ
て
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
り
成
長
し
、
固
い

幹
と
し
て
蓄
積
さ
れ
た
も
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
長
寿
命
の
木
造
住
宅
を
建
て
て
大

切
に
住
み
続
け
る
こ
と
は
、
大
き
な
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
住
宅
を
解
体
し
た
と
き
も
、
木

の
古
材
は
状
況
さ
え
よ
け
れ
ば
そ
の
ま
ま

リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
が
で
き
る
の
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
の
に
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
必
要
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鋼
材
よ
り

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
よ
い
素
材
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。 

    

太
陽
熱
や
太
陽
光
・
風
力
な
ど
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
効
率
よ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て

生
活
で
き
ま
す
。 

 

日
当
た
り
や
風
向
き
な
ど
を
考
慮
し
た

建
築
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
よ
り
積
極
的

に
利
用
機
器
を
設
置
す
る
か
た
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。 

 

実
際
に
か
か
る
コ
ス
ト
面
だ
け
で
み
る
と
、

単
純
な
太
陽
熱
給
湯
器
以
外
に
つ
い
て
は
、

あ
と
一
歩
の
技
術
革
新
が
必
要
な
状
況
で

す
が
、
近
年
、
太
陽
熱
で
温
め
た
水
を
給

湯
と
冷
暖
房
に
利
用
す
る
高
度
ソ
ー
ラ
ー

シ
ス
テ
ム
や
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

普
及
が
進
み
、
い
ず
れ
も
日
本
の
普
及
台

数
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
ま
た
、

風
力
発
電
で
も
、
太
鼓
山
の
よ
う
な
大
規

模
な
施
設
だ
け
で
な
く
、
近
年
急
激
に
開

発
が
進
ん
で
い
る
小
型
の
発
電
機
の
普
及

に
つ
い
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
コ
ラ

ム
参
照
） 

    

前
述
の
と
お
り
、
植
物
は
二
酸
化
炭
素

の
固
ま
り
と
言
っ
て
も
よ
い
も
の
で
、
た

と
え
ば
塀
に
し
て
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ブ

ロ
ッ
ク
塀
よ
り
も
、
板
塀
や
生
垣
の
ほ
う

が
圧
倒
的
に
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
は

優
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
は
、
緑
化
を
進
め
る
こ
と
で
、

省
エ
ネ
に
役
立
て
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

た
と
え
ば
庭
の
芝
生
は
、
夏
の
照
り
返
し

を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
し
、
落
葉
樹
を
陽

の
あ
た
る
窓
際
に
植
え
る
こ
と
で
、
冬
の

日
差
し
を
取
り
入
れ
て
夏
の
日
差
し
だ
け

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

な
ど
で
は
、
屋
上
を
緑
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
（
都
市

部
の
地
表
面
の
熱
収
支
が
、
道
路
舗
装
や

建
築
物
の
増
加
、
冷
暖
房
な
ど
の
人
工
廃

熱
に
よ
り
変
化
し
、
都
心
部
の
気
温
が
郊

外
に
比
べ
て
高
く
な
る
現
象
）
を
抑
制
し
、

同
時
に
そ
の
建
物
の
冷
暖
房
効
率
が
上
が

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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静の里入口に掲出してある「入れ墨の

かたの入浴お断りの看板 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

地
域
の
文
化
遺
産
と
な
る
公
文
書

の
適
正
な
保
存
を 

　
文
書
・
写
真
・
映
像
・
音
声
の
記
録
は
、

地
域
の
不
可
欠
な
文
化
遺
産
・
文
化
財
で
す

が
、
六
町
合
併
に
よ
る
大
量
の
行
政
文
書
（
旧

町
）
お
よ
び
合
併
市
町
村
（
旧
村
）
の
行
政

文
書
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

　
公
文
書
の
内
容
に
よ
っ
て
保
存
期
間
が
決

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
大
量
の
行
政
文

書
の
な
か
で
選
別
し
て
永
久
保
存
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
日
ご
ろ
扱
っ
て
い
る
文

書
が
将
来
、
地
域
の
文
化
遺
産
や
歴
史
資
料

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
将
来
は

公
文
書
館
（
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
）
の
設
置
を
望

み
ま
す
。 

【
市
内
・
男
性
】 

文
書
管
理
に
つ
い
て
改
善
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す 

　
市
で
は
、
合
併
後
の
公
文
書
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
京
丹
後
市
文
書
規
程
に
基
づ
き
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
規
定
で
文
書
の
保
存
期

間
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
「
永
年
」
も
含
め

「
十
年
」、「
五
年
」、「
三
年
」、「
一
年
」
の

五
区
分
を
定
め
て
い
ま
す
。 

　
合
併
前
の
旧
町
の
公
文
書
に
つ
い
て
は
、

旧
町
に
お
け
る
文
書
規
程
に
基
づ
く
保
存
期

間
に
よ
り
保
存
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
保
存
期
間
の
区
分
は
、
旧
町
に
よ
り
多

少
の
相
違
が
あ
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
市
と

同
様
の
区
分
と
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
旧

町
に
永
年
の
区
分
が
あ
り
ま
す
の
で
旧
町
の

規
程
で
永
年
保
存
と
し
て
い
る
も
の
は
永
年

保
存
と
な
り
ま
す
。 

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
行
政
文
書
は
行
政
の

事
務
事
業
を
執
行
す
る
た
め
の
内
部
文
書
と

い
う
性
質
だ
け
で
な
く
、
後
世
で
歴
史
的
文

化
的
価
値
を
持
つ
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

現
在
、
保
存
の
基
準
に
従
い
必
要
性
を
見
極

め
な
が
ら
保
存
期
限
を
区
分
し
て
い
ま
す
が
、

時
日
の
経
過
に
よ
り
必
要
性
や
価
値
に
変
化

が
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
適
時
に

保
存
期
間
の
見
直
し
や
、
保
存
期
間
を
経
過

し
た
文
書
で
あ
っ
て
も
歴
史
的
文
化
的
観
点

か
ら
見
直
し
を
し
て
、
保
存
期
間
を
延
長
す

る
な
ど
適
切
な
文
書
管
理
が
で
き
る
よ
う
常

に
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

　
公
文
書
館
（
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
）
に
つ
い
て

は
、
国
立
公
文
書
館
の
ほ
か
、
都
道
府
県
で

は
二
十
九
館
、
市
区
町
村
で
は
十
八
館
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
府
で
は
、
府
総
合

資
料
館
が
公
文
書
館
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
が
、
市
町
村
で
は
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
に
お
い
て
も
現
在
の
と

こ
ろ
具
体
的
に
設
置
す
る
予
定
ま
で
見
込
め

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
が
、
公
文
書
は
市

民
の
財
産
と
の
観
点
か
ら
、
情
報
提
供
や
情

報
公
開
制
度
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
で
き
る

こ
と
か
ら
市
民
の
み
な
さ
ん
が
公
文
書
を
活

用
し
や
す
い
よ
う
一
層
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
総
務
課
】 

入
れ
墨
の
あ
る
人
の 

温
泉
入
浴
の
対
処
を 

　
最
近
、
浅
茂
川
温
泉
に
入
れ
墨
を
し
た
人

が
入
浴
し
て
い
ま
す
。
施
設
入
り
口
に
は
、

「
入
れ
墨
の
か
た
は
お
断
り
」
の
看
板
が
あ

り
ま
す
。
温
泉
の
係
の
人
に
も
そ
の
こ
と
を

言
う
と
「
何
回
も
注
意
し
て
い
ま
す
が
入
浴

に
こ
ら
れ
ま
す
」
と
の
こ
と
。
こ
れ
で
は
、

善
良
な
市
民
の
憩
い
の
場
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
観
光
で
来
ら
れ
た
か
た
も
二
度
と
来

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
所
有
者
で
あ
る

市
に
お
い
て
、
早
急
に
対
処
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
無
記
名
】 

施
設
職
員
が
適
切
に
判
断
し
入
館

を
遠
慮
い
た
だ
く
よ
う
努
め
ま
す 

　
浅
茂
川
温
泉
「
静
の
里
」
は
、
市
民
の
健

康
の
保
持
と
増
進
を
図
り
、
併
せ
て
広
く
観

光
振
興
の
拠
点
と
し
て
市
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
十
年
十
二
月
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
七
年
が
経
過
し
ま

す
。
こ
の
間
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
や

観
光
客
の
か
た
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 

　
温
泉
施
設
を
利
用
さ
れ
る
か
た
の
中
に
は
、

ご
意
見
に
あ
る
よ
う
な
か
た
の
利
用
も
時
に

は
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

施
設
に
係
る
条
例
施
行
規
則
に
お
い
て
入
館

の
禁
止
ま
た
は
退
館
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
入
れ
墨
が
あ
る
人
と
い
う
だ
け

で
た
だ
ち
に
公
権
力
を
持
っ
て
施
設
か
ら
排

除
し
が
た
い
の
も
法
規
範
の
現
状
で
も
あ
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
運
用
に
つ
い

て
は
、
警
察
と
も
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
施

設
の
管
理
職
員
に
お
い
て
、
適
切
な
判
断
の

う
え
で
ご
遠
慮
い
た
だ
く
よ
う
し
っ
か
り
と

お
話
も
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
く
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
今
後
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
利
用
さ
れ

る
か
た
が
安
心
し
て
お
過
ご
し
い
た
だ
き
親

し
ま
れ
る
施
設
と
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
網
野
市
民
局
地
域
事
業
課
】 

Ｑ 

Ｑ 

Ａ 

Ａ 
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網野町内に設置されている防災行政無線の屋

外拡声子局（写真右：網野公民館、左：福田区） 

久
美
浜
病
院
は
夜
間
・
休
日
に
小

児
科
医
師
の
待
機
が
な
く
不
安 

　
久
美
浜
病
院
は
、
小
児
科
が
あ
る
の
に
夜

間
、
休
日
な
ど
に
医
師
の
待
機
が
な
く
不
安

に
な
る
。
市
内
唯
一
の
小
児
科
医
師
常
勤
病

院
で
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
改
善
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
都
市
部
の
よ
う
な
二
十
四
時
間

体
制
の
小
児
科
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。 

【
市
内
・
男
性
】 

二
十
四
時
間
小
児
科
医
師
と
連
絡

が
で
き
る
体
制
に
し
て
い
ま
す 

　
時
間
外
の
救
急
患
者
さ
ん
に
は
、
ま
ず
当

直
医
師
が
診
察
を
行
い
、
重
症
で
あ
る
場
合

や
入
院
が
必
要
な
場
合
に
は
小
児
科
医
師
に

連
絡
し
ま
す
。
連
絡
を
受
け
た
小
児
科
医
師

は
、
直
接
ま
た
は
電
話
な
ど
で
間
接
的
に
診

察
を
行
う
と
い
う
体
制
を
二
十
四
時
間
三
百

六
十
五
日
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
小
児
科
医
師
は
一
人
し
か
い
な

い
の
で
、
で
き
る
限
り
の
工
夫
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
緊
急
出
動
の
回
数
に
は
お
の

ず
と
制
限
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
平
日
夜
間

で
三
〜
五
人
、
休
日
に
は
数
十
人
の
患
者
さ

ん
が
時
間
外
に
受
診
さ
れ
て
お
り
、
当
直
医

師
が
小
児
科
医
師
へ
の
連
絡
の
必
要
性
な
ど

を
適
切
に
判
断
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
小
児
科
医
師
が
学
会
な
ど
の
出
張
で

す
ぐ
に
病
院
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

も
含
め
、
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
を
速
や
か
に

診
察
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
現
在
、
丹
後
中
央
病
院
、
弥
栄
病

院
、
久
美
浜
病
院
の
三
病
院
に
常
勤
の
小
児

科
医
師
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
す
ま
す
、
万
全
の
体
制
と
な
る
よ
う
、

小
児
科
医
師
の
確
保
な
ど
、
今
後
と
も
懸
命

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

【
久
美
浜
病
院
】 

防
災
行
政
無
線
の
屋
外
受
信
機
が

全
く
聞
こ
え
な
い 

　
網
野
町
福
田
区
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
防

災
行
政
無
線
の
屋
外
受
信
機
が
全
く
聞
こ
え

ま
せ
ん
。
家
の
中
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
外

で
聞
い
て
い
て
も
何
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
の

か
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
雑
音
の
み
で
、
声

が
割
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
内
容
は
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と

わ
か
る
よ
う
に
な
ら
な
い
も
の
で
す
か
。 

【
無
記
名
】 

調
査
の
う
え 

点
検
整
備
を
行
い
ま
す 

　
今
回
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
「
音

が
割
れ
る
、
雑
音
が
入
る
」
な
ど
の
問
題
点

に
つ
い
て
は
、
調
査
の
う
え
、
点
検
・
整
備

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
現
在
、
網
野
町
に
お
け
る
防
災
行
政
無
線

の
情
報
伝
達
手
段
設
備
と
し
て
は
、
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
と
屋
内
受
信
が
可
能
な
戸
別
受
信

機
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
か
ら

ご
指
摘
の
よ
う
な
「
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
で
は

聞
こ
え
な
い
、
聞
こ
え
に
く
い
」
と
い
う
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
音
量

を
上
げ
ま
す
と
ス
ピ
ー
カ
ー
の
ご
近
所
の
か

た
に
と
っ
て
は
う
る
さ
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
各
地
区
の
状
況
を
調
査
し
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
「
ど

こ
で
も
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
」
聞
こ
え

る
と
い
う
こ
と
は
困
難
で
す
の
で
ご
理
解
く

だ
さ
い
。 

　
な
お
、
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
は
、
旧
町

時
か
ら
全
世
帯
へ
の
設
置
を
目
標
に
予
算
の

範
囲
内
で
順
次
各
地
区
を
通
じ
て
少
し
ず
つ

で
す
が
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
合

併
後
は
、
市
域
内
で
も
す
で
に
整
備
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
、
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、

さ
ら
に
、
平
成
二
十
八
年
度
に
は
す
べ
て
デ

ジ
タ
ル
波
に
統
一
さ
れ
る
と
い
う
状
況
の
も

と
、
効
果
的
な
情
報
伝
達
設
備
を
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
【
網
野
市
民
局
地
域
総
務
課
】 

市
全
域
で
夕
方
五
時
の
チ
ャ
イ
ム

を
鳴
ら
し
て
く
だ
さ
い 

　
夕
方
の
五
時
に
チ
ャ
イ
ム
や
メ
ロ
デ
ィ
ー

な
ど
を
、
子
ど
も
に
時
間
が
わ
か
る
よ
う
に

鳴
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
。
下
校
時
や

遊
び
の
帰
り
の
目
安
に
な
り
、
自
転
車
の
決

ま
り
も
守
れ
、
安
全
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。 

　
市
内
で
は
、
一
部
地
域
だ
け
の
よ
う
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
全
地
域
で
の
実
施
を
お
願
い
し

ま
す
。 

【
市
内
・
女
性
】 

大
変
有
効
だ
と
考
え
ま
す
の
で 

関
係
団
体
と
協
議
し
検
討
し
ま
す 

　
現
在
、
全
国
で
下
校
時
や
夕
方
の
薄
暗
い

時
間
に
子
ど
も
た
ち
を
狙
っ
た
事
件
が
続
発

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守

る
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
下
校
す
る
時
間
や

帰
宅
す
る
時
間
を
地
域
一
帯
に
一
斉
に
知
ら

せ
る
「
時
報
チ
ャ
イ
ム
」
は
た
い
へ
ん
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
市
内
の
「
時
報
」
の
実
施
状
況
は
、
丹
後

町
、
久
美
浜
町
の
全
域
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

中
心
と
な
っ
て
大
宮
町
お
よ
び
弥
栄
町
の
一

部
で
も
チ
ャ
イ
ム
（
メ
ロ
デ
ィ
ー
）
を
鳴
ら

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夕
方
に
は
峰
山
町
で

サ
イ
レ
ン
を
、
網
野
町
で
も
防
災
行
政
無
線

を
利
用
し
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
流
し
て
い
ま
す
の

で
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え

ま
す
。 

　
今
後
、
関
係
機
関
や
団
体
と
協
議
を
重
ね
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
社
会
教
育
課
】 

Ｑ 

Ｑ 

Ｑ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 
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寄
せ
ら
れ
た
意
見
を 

市
政
に
反
映 

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
努

力
を
し
て
い
ま
す
。 

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
を
参
考

に
改
善
し
た
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

し
尿
汲
み
取
り
計
画
収
集
と
口
座
振
替 

　
市
の
し
尿
収
集
は
、
合
併
当
初
は
利
用

さ
れ
る
か
た
か
ら
ハ
ガ
キ
や
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
お
申
し
込

み
い
た
だ
き
「
し
尿
処
理
券
」
に
よ
る
支

払
い
と
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
ご
意
見
箱
へ
多
く
の
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
各
町
の
地
域
振
興
協
議
会
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
で
市
民
の
み

な
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
中
で
、
よ

り
便
利
な
方
法
と
し
て
、
平
成
十
七
年
十

二
月
汲
み
取
り
分
か
ら
「
計
画
収
集
」
と

「
手
数
料
の
口
座
振
替
」
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。 

浅
茂
川
保
育
所
五
歳
児
保
育
の
実
施 

　
浅
茂
川
保
育
所
で
は
、
合
併
以
前
か
ら

五
歳
児
の
保
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
は
、
同
地
域
の
五
歳
児
児
童

の
大
半
が
網
野
幼
稚
園
も
し
く
は
他
の
保

育
所
へ
通
所
す
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て

い
た
た
め
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
同

所
に
お
子
さ
ん
を
通
所
さ
れ
て
い
る
保
護

者
の
か
た
か
ら
五
歳
児
保
育
の
実
施
に
つ

い
て
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
平
成
十

八
年
度
か
ら
五
歳
児
の
保
育
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

市
所
有
マ
イ
ク
ロ
バ
ス 利

用
範
囲
の
拡
大 

　
市
で
は
、
旧
町
か
ら
引
き
継
い
だ
バ
ス

を
三
台
所
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
バ
ス
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
車
両
の
維
持
管
理
上

の
問
題
や
「
自
家
用
自
動
車
を
有
償
で
運

送
の
用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う

道
路
運
送
法
の
規
定
を
踏
ま
え
、
運
行
用

途
を
市
が
行
う
事
業
ま
た
は
社
会
教
育
団

体
な
ど
に
よ
る
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た

研
修
会
の
範
囲
に
と
ど
め
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
多
く
の
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
「
旧
町
時
代
の
よ
う
に
学

校
教
育
・
社
会
教
育
な
ど
の
移
動
手
段
と

し
て
使
用
し
た
い
」
と
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
公
有
財
産
の
有
効
利
用
と
住

民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
所
有
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
の
団
体
使
用
に
関
す
る
手
続

き
や
条
件
な
ど
を
定
め
た
要
綱
を
制
定
。

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

公
共
的
団
体
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

国
際
交
流
の
推
進 

　
海
外
の
都
市
と
姉
妹
都
市
を
結
び
交
換

留
学
生
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
積
極
的

に
行
い
、
京
丹
後
市
を
国
際
交
流
豊
か
な

ま
ち
に
し
て
ほ
し
い
と
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
国
際
交
流
を
積
極
的
に
進
め

る
た
め
他
機
関
と
共
同
で
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
府
内

の
大
学
で
学
ぶ
留
学
生
を
招
き
、
市
内
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交
流
を
楽
し
む

「
き
ょ
う
た
ん
ご
探
訪
留
学
生
ツ
ア
ー
」

や
、
市
内
の
若
者
と
市
在
住
の
外
国
の
若

者
と
が
交
流
し
国
際
的
な
視
野
を
広
め
る

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ

（
若
者
の
国
際
交
流
広
場
）
」
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
亳
州
市
と
の
友

好
交
流
も
進
め
て
い
ま
す
。 

ご
意
見
箱
へ
の
意
見
の
検
討
結
果

や
成
果
の
掲
載
を 

　
ご
意
見
箱
へ
の
意
見
に
対
し
形
ば
か
り
の

回
答
で
は
な
く
、
努
力
や
検
討
し
た
結
果
を

掲
載
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。
成
果
が
わ
か

り
ま
せ
ん
。
意
見
を
し
た
人
以
外
で
も
気
に

な
っ
て
い
る
人
が
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。 

【
男
性
】 

検
討
結
果
や
成
果
の
お
知
ら
せ
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。 

　
ご
意
見
箱
へ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
今
後

の
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。 

　
成
果
に
つ
い
て
は
、
い
た
だ
き
ま
し
た
意

見
な
ど
を
参
考
に
改
善
し
た
事
例
も
あ
り
ま

す
。
少
し
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
「
し
尿
汲
み

取
り
の
計
画
収
集
と
手
数
料
の
口
座
振
替
」

「
浅
茂
川
保
育
所
の
五
歳
児
保
育
の
実
施
」

「
市
所
有
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
利
用
範
囲
の
拡

大
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
い
た
だ
く
ご
意
見
の
中
に
は
予
算
を
伴
う

も
の
も
あ
り
、
市
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
こ

と
か
ら
、
す
ぐ
に
対
応
す
る
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
改
善
に
向
け

た
努
力
は
着
実
に
行
っ
て
い
く
よ
う
考
え
て

い
ま
す
。 

 

【
秘
書
広
報
課
】 

Ｑ Ａ 

昨年4月から団体利用が可能となった市所

有マイクロバス（写真は29人乗りタイプ） 
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元
網
野
町
議
会
議
員
の
故
小
森
正
三
郎
さ
ん
（
網
野
町

三
津
）
が
、「
旭
日
單
光
章
」
を
受
章
さ
れ
、
昨
年
十
二
月

十
九
日
に
奥
田
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
長
か
ら
遺
族
の

か
た
に
勲
記
と
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
小
森
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
九
年
に
網
野
町
議
会
議
員
に

初
当
選
以
来
、
昭
和
六
十
一
年
五
月
ま
で
連
続
三
期
十
二

年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
そ
の
間
、
昭
和
五
十
三

年
五
月
か
ら
五
十
五
年
五
月
ま
で
副
議
長
を
、
ま
た
五
十

九
年
五
月
か
ら
六
十
年
七
月
ま
で
議
長
を
務
め
ら
れ
る
な

ど
、
そ
の
卓
越
し
た
見
識
に
よ
り
、
議
会
の
円
滑
な
運
営

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
間
、
網
野
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
織
物
業
の
振
興

方
策
や
、
織
物
業
の
担
い
手
で
あ
る
女
性
の
育
児
軽
減
を

図
る
た
め
乳
幼
児
保
育
施
設
の
充
実
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
長
と
し
て
、
昭
和
五
十
九
年
六
月
に
可
決
し
た

議
員
定
数
削
減
条
例
、
そ
れ
に
伴
う
常
任
委
員
会
数
を
減

少
す
る
条
例
の
実
現
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
地
方
自
治
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
他
、
網
野
町
商

工
会
長
と
し
て
、
商
工

業
に
関
す
る
相
談
、
指

導
な
ど
を
積
極
的
に
行

う
な
ど
、
そ
の
顕
著
な

功
績
が
認
め
ら
れ
受
章

さ
れ
た
も
の
で
す
。 

故
小
森
正
三
郎
さ
ん 

元
網
野
町
議
会
議
員

元
網
野
町
議
会
議
員 

　
　
　
故
小
森
正
三
郎
さ
ん

　
　
　
故
小
森
正
三
郎
さ
ん 

　
　
　
　
　
旭
日
單
光
章
を
受
章

　
　
　
　
　
旭
日
單
光
章
を
受
章 

元
網
野
町
議
会
議
員

元
網
野
町
議
会
議
員 

　
　
　
故
小
森
正
三
郎
さ
ん

　
　
　
故
小
森
正
三
郎
さ
ん 

　
　
　
　
　
旭
日
單
光
章
を
受
章

　
　
　
　
　
旭
日
單
光
章
を
受
章 

元
網
野
町
議
会
議
員 

　
　
　
故
小
森
正
三
郎
さ
ん 

　
　
　
　
　
旭
日
單
光
章
を
受
章 

ご利用ください 

京丹後市携帯ウェブサイト 

メール配信サービス 

　市では、昨年８月から携帯電話などの端末から

ご利用が可能なウェブサイトのサービスをはじめ

ました。 

　パソコンがなくても、外出先でも市の情報がご

覧いただけるサイトです。 

メール配信サービスで取得できる情報 

１　不審者情報（発信元：教育委員会） 

　　　市内の学校内や登下校時の不審者情報などを

　　　提供します。 

２　災害情報（発信元：災害対策本部） 

　　　市内で災害が発生した場合に警戒情報や、避

　　　難情報を提供します。 

３　乳幼児健診情報（発信元：健康推進課） 

　　　乳幼児のお住まいの地域、生年月日を入力し

　　　ていただくと、毎月の乳幼児健診情報を提供

　　　します。 

４　予防接種情報（発信元：健康推進課） 

　　　対象者の生年月日を入力していただくと、対

　　　象となる予防接種時期に情報を提供します。 

携帯ウェブサイトでご覧いただける情報 

１　市役所情報 

２　部署別連絡先 

　　　市役所や各部署の連絡先を掲載しています。 

３　機関別連絡先 

　　　消防署や病院などの関係機関の連絡先を掲載

　　　しています。 

４　休日診療医院 

　　　直近の休日診療医院を掲載しています。 

５　メールサービス 

　　　登録されたかたに、不審者情報や災害情報、

　　　健診情報をお知らせします。 

６　し尿汲み取り申し込み 

　　　し尿汲み取りのお申し込みができます。 

京丹後市携帯ウェブサイトへのアクセスは 

　http://www.city.kyotango.kyoto.jp/mobile/ 
ＱＲコード（二次元バーコード）で簡単アクセス！ 

ＱＲコード 

【ご注意】 

　このサービスのメールは、mailservice@kyotango.netのアドレスで送信されます。 

　携帯電話で、ドメイン指定などのメール着信拒否をしているかたは、本サービスか

らのメールが受信できません。あらかじめ mailservice@kyotango.net からのメールを

受信できるように設定してから受信者登録を行ってください。 
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市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

あみの図書館 丹後図書室 

２月の休館日 
13日（月）・20日（月）・27日（月） 

３月の休館日 
１日（水）・６日（月） 

開 館 時 間：10：00～18：00 
峰山・あみの図書館は、水曜日のみ19：00まで 

※峰山・あみの図書館には、ブックポストがあります
ので、休館日の返却にご利用ください。 
※休館日は、本紙発行日の２月10日以降、次号発行日
の３月10日までを掲載しています。 

峰山図書館 　市立図書館では、合併とともに新しい利用カードへ

の切り替えを行ってきましたが、１年以上が経過しま

したので、２月末を期限として利用登録者のデータを

整理します。３月からは、古い利用カードは使えなく

なりますので、交換がお済みでないかたは、２月末ま

でに交換してください。 

読み聞かせボランティア 

「わ」のみなさん 

劇『おおきなかぶ』の熱演 

　読みきかせボランティアのかたが中心となって、12

月10日に丹後地域公民館で「第７回クリスマス読みき

かせ会」を開催しました。 

 今回は、光るパネルシアター『かぐやひめ』のほか、

絵本『まどから★おくりもの』、エプロンシアター『ブ

レーメンのおんがくたい』、手遊びや手品、また絵本

『おおきなもののすきなおうさま』ではアニマシオン

もあり、楽しさいっぱいでした。 

　また、最後には、英語指

導助手のランドーさんがふ

んするサンタクロースから、

手づくりプレゼントをもら

い、子どもたちはとてもう

れしそうでした。 

　普段の絵本の読み聞かせ以外の方法で、おはなしに

親しんでもらおうと、年に２回（夏と冬）、「おはなし

会」を開催しています。 

　今回の「冬のおはなし会」も「あみの読み聞かせボ

ランティアの会」のみなさんにご協力いただき、12月

11日に開催。大型絵本の読み聞かせをはじめ、ストー

リーテリング『しっぽのつり』、光るパネルシアター『お

ばけちゃん』、劇『おおきなかぶ』、そのほかにも「南

京たますだれ」や手品、手あそびなど盛りだくさんの

内容に、約280人の親子で会場は熱気にあふれ、楽し

い時間を過ご

しました。次

の「おはなし

会」は、７月

に予定してい

ます。お楽し

みに。 

金久　久仁子さん（弥栄町） 

　私にとって図書室は、主人の睡眠薬代わりの本探し、孫たちとのスキンシップのための絵本選びの場

です。今まで、本は買って読むものと思っていましたが、本棚は蔵書というほどの冊数でもなく、かと

言って古本回収に出すのも…という程度の本で満杯でした。図書室の本は急いで読まなければならない

のでちょっと敷居が高かったのです。でも、一度借りてみてその心配はすべて解消しました。２週間の

貸出期間があり、新刊もできる範囲で調達してもらえます。欲を言えば５月の連休と年末に１日でも開

館していただければと願っています。 

利用カードの交換 お急ぎく
ださい 

　恒例の「図書館冬のお楽しみ会」を、12月10日に

峰山地域公民館で開催しました。 

　当日は、読み聞かせボランティア「わ」のみなさん

による手品や、人形劇『へっこきあねさがよめにきて』

を上演。約350人の親子に生の舞台を楽しんでもらい

ました。 

　この劇は、ボランティアのみなさんが春から取り組

み、台本・人形・大道具・

小道具などすべてが手づ

くりで、楽しい効果音も

入り、素晴しい作品とな

りました。その後、３会

場にわかれて、年齢にあ

ったクリスマスの飾りを

つくり、楽しいひととき

を過ごしました。 

※読み聞かせ活動に興味のあるかたは、お気軽

に各図書館（室）にお問い合わせください。 

蔵書点検のため次の期間休館します 
弥栄図書室　２月14日（火）～２月15日（水） 

久美浜図書室　２月21日（火）～２月22日（水） 
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〜
久
美
浜
町
　
参
考
館
（
さ
ん
こ
う
か
ん
）
〜

〜
久
美
浜
町
　
参
考
館
（
さ
ん
こ
う
か
ん
）
〜 

〜
久
美
浜
町
　
参
考
館
（
さ
ん
こ
う
か
ん
）
〜 

京都府指定文化財「参考館」 

 

　
中
国
の
亳
州
市
か
ら
、
海
外
技
術
研
修
生
と
し
て
市
役
所

で
研
修
し
て
い
る
、
柴
・
青
（
さ
い
・
せ
い
）
さ
ん
の
京
丹

後
市
の
印
象
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
で
は
、
十
二
月
中
旬

か
ら
雪
が
し
ん
し
ん
と
降
り
続
き
、

遠
く
の
山
、
近
く
の
木
々
、
屋
上

な
ど
す
べ
て
が
雪
化
粧
を
し
、
幻

想
的
な
景
色
で
し
た
。
私
の
故
郷

は
毎
年
一
月
中
旬
か
ら
雪
が
降
り

始
め
ま
す
。
今
年
は
、
亳
州
市
で

も
初
雪
が
早
く
、
一
月
上
旬
に
は

雪
で
真
っ
白
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

亳
州
市
は
、
京
丹
後
市
よ
り
も
寒

く
て
、
気
温
が
零
下
一
〇
度
ぐ
ら

い
ま
で
冷
え
込
み
ま
す
。 

 

私
は
、
初
め
て
異
国
で
新
年
を

迎
え
ま
し
た
。
大
晦
日
の
夜
、
峰

山
町
新
治
の
十
方
院
で
除
夜
の
鐘

を
つ
い
て
か
ら
、
金
刀
比
羅
神
社

に
初
詣
に
行
き
ま
し
た
。
と
て
も

多
く
の
人
が
い
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。 

　
中
国
で
は
、
旧
暦
で
新
年
を
祝

い
ま
す
。
新
年
を
迎
え
る
時
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
（
闘
鶏
・

獅
子
舞
な
ど
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
新
し
く
、
き
れ
い

な
衣
服
を
着
て
お
年
玉
を
も
ら
い

ま
す
。
だ
か
ら
新
年
は
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
一
番
楽
し
い
日
で
す
。 

 

新
年
の
時
期
は
雪
が
多
く
降
り

ま
す
。
雪
が
降
る
と
、
子
ど
も
た

ち
は
、
庭
で
雪
だ
る
ま
を
つ
く
っ

た
り
、
雪
合
戦
を
し
た
り
し
て
遊

び
ま
す
。
若
者
は
、
ス
ケ
ー
ト
が

好
き
で
、
公
園
な
ど
で
遊
ん
で
い

ま
す
。（
私
は
よ
く
こ
け
る
の
で
ス

ケ
ー
ト
が
怖
い
で
す
）
日
本
で
は

ス
キ
ー
に
よ
く
行
く
そ
う
で
す
が
、

亳
州
市
は
山
が
な
い
の
で
ス
キ
ー

が
で
き
ま
せ
ん
。 

　
今
月
は
、
久
美
浜
町
神
谷
神
社

境
内
の
参
考
館
（
さ
ん
こ
う
か
ん
）

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

参
考
館
は
、
慶
応
四
年
（
一
八

六
八
年
）
に
設
置
さ
れ
た
久
美
浜

県
庁
舎
の
玄
関
棟
で
す
。 

 

当
時
の
久
美
浜
県
庁
舎
は
、
現

在
の
久
美
浜
小
学
校
の
と
こ
ろ
に

位
置
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
場
所

は
、
江
戸
時
代
中
期
の
享
保
二
十

年
（
一
七
三
五
年
）
に
、
こ
の
地

域
の
天
領
（
江
戸
幕
府
領
）
を
支

配
す
る
た
め
に
置
か
れ
た
久
美
浜

代
官
所
が
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

し
た
。
な
ぜ
こ
の
場
所
に
あ
っ
た

県
庁
舎
の
建
物
が
神
谷
神
社
の
境

内
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

神
谷
神
社
に
残
さ
れ
て
い
る
棟

札
に
よ
れ
ば
、
旧
久
美
浜
代
官
所

の
建
物
が
手
狭
で
荒
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
明
治
二
年
の
秋
か
ら
郡

内
の
雇
用
対
策
も
か
ね
て
新
庁
舎

の
造
営
工
事
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
背
後
の
城
山
（
松
井

康
之
の
久
美
浜
城
跡
）
を
切

り
崩
し
て
埋
め
立
て
を
行
う

な
ど
の
大
工
事
の
末
、
明
治

三
年
（
一
八
七
〇
年
）
五
月

に
完
成
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
工
棟
梁
は
、
与
謝
郡

大
原
村
（
伊
根
町
）
の
高
岡

豊
助
義
為
で
す
。 

 

県
庁
舎
が
完
成
し
て
間
も

な
い
明
治
四
年
十
一
月
に
は
、

久
美
浜
県
が
廃
止
さ
れ
、
新

た
に
豊
岡
県
（
但
馬
・
丹
後
・

丹
波
地
域
）
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

建
造
後
一
年
六
か
月

の
県
庁
舎
は
解
体
さ

れ
て
豊
岡
に
運
ば
れ

ま
し
た
。
豊
岡
で
は
、

現
在
の
豊
岡
市
立
図

書
館
の
と
こ
ろ
に
豊
岡
県
庁
舎
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
豊
岡
県
は
明
治
九
年

に
廃
止
と
な
り
、
丹
後
地
域
は
京

都
府
へ
、
但
馬
地
域
は
兵
庫
県
へ

編
入
さ
れ
ま
し
た
。
豊
岡
県
庁
舎

は
、
城
崎
郡
役
所
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
郡
制
廃
止
に

伴
っ
て
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大
正
十
二

年
（
一
九
二
三
年
）
に
久
美
浜
町

の
有
志
に
よ
っ
て
玄
関
棟
が
神
谷

神
社
境
内
に
移
築
。
豊
岡
に
は
、

大
門
が
残
さ
れ
て
お
り
、
豊
岡
市

指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

参
考
館
は
、
旧
久
美
浜
県
庁
舎

の
ご
く
一
部
が
残
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
す
が
、
外
観
は
当
時
の
お
も

か
げ
を
よ
く
伝
え
て
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
で
は
数
少
く
な
っ
た

明
治
時
代
初
期
の
武
家
屋
敷
の
流

れ
を
ひ
く
役
所
建
築
と
し
て
も
貴

重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭

和
六
十
年
五
月
一
五
日
に
京
都
府

指
定
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

十方院（峰山町新治）にて 
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男　　　31,381人

女　　　33,864人

計　　　65,245人

世帯数　22,020世帯

　　（１月１日現在）

１か月早く

小・中学校、幼稚園の敷地内を小・中学校、幼稚園の敷地内を小・中学校、幼稚園の敷地内を

全面禁煙全面禁煙全面禁煙
ご協力をお願いします

４月１日から
　市および市教育委員会では、４月１日から市内全域の小学校・

中学校、幼稚園の敷地内を全面禁煙にすることにしました。

　学校および幼稚園は、心身ともに健全な子どもたちを育む場

であり、かつ、高い公共性を有する教育機関であることから、

禁煙化については率先して取り組むことが求められています。

　また、「健康増進法」にも受動喫煙の防止が明記され、日本

医師会からも内閣総理大臣をはじめ、関係各大臣に対して禁煙

活動推進に関する要望書が提出されています。

　このような中、文部科学省の調べでは、平成17年までに全

国の公立私立の小・中学校、高等学校約５万３千校の45％、

京都府内の公立学校では宮津市や亀岡市など59％が既に全面

禁煙を実施。京都府のたばこ対策指針では、平成22年までに

府内の全学校で全面禁煙を実施することを努力目標にあげてい

ます。

　市民のみなさんも、ＰＴＡ事業や地域の行事などで、学校・

幼稚園の施設（グラウンド・体育館など）を利用される機会が

あると思いますが、趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いし

ます。

　詳しくは、教育総務課（☎69-0610）へお問い合わせください。

家
族
で
の
ん
び
り
と
白

家
族
で
の
で

家
族族

銀
の
世
界
を
楽
し
ん
で

世
界

い
た
だ
け
ま
す

スイス村スキー場待望のオープン


